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図　アカマツ集成材のめり込み強度(最小値)

写真2　めり込み試験の様子

岩手県産アカマツ集成土台の性能評価（Ⅰ）
- めりこみ強度 -

基準強度(アカマツ)

１．はじめに
　近年、アカマツ集成土台が製造され始めて

いるが、製造方法や性能に関する報告は少な

く、一般化には至っていない。そこで、アカ

マツ集成土台の製造技術の開発を目的として、

ラミナ等級及び積層数の異なるアカマツ集成

材を試作し、そのめり込み性能を評価した。
２．実験方法
（１）供試材料（表、写真１）
　岩手県産アカマツラミナを用い、同一等級

構成集成材※を試作した。

　積層接着前にラミナの動的ヤング係数を

測定し、L80、L9 0、L1 0 0 、L1 1 0 ※※に区

分した。ラミナをモルダー加工し、直後にレ

ゾルシノール樹脂系接着剤を塗布し、コール

ドプレスを用い６時間以上圧締した。

　集成材の断面寸法は105㎜角、ラミナの等

級は前述の４種類、積層数は２、３、４の３

種類、ラミナ厚は等厚とした。なお繰り返し

数は３とし、全試験体数は36とした。
（２）めりこみ試験
　集成材を長さ630㎜に切断し、試験体の中

央部にめり込み荷重を加えた(写真2)。変位

20㎜時の荷重からめりこみ強度(N /㎜2)を算

出した。
３．結果
　右図に、等級、積層数別のめり込み強度の

最小値を示した。全ての種類の集成材におい

て、めり込み強度は基準強度値(8.1 N /㎜2)

を上回っていた。
４．成果と今後の進め方
　アカマツ集成土台は、L80という低い等級

のラミナを用い、かつ積層数が少ない場合で

も、めり込みの基準強度を満たしたため、製

造時のラミナの利用率増加と、接着剤の使用

量削減が期待できることが明らかになった。

　また、アカマツとカラマツの基準強度値は、

同一であるため、アカマツ集成土台はカラマ

ツ集成土台の代替として十分期待できると思

われる。今後は曲げ性能等を評価する予定で

ある。
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表　試作した集成材の種類と試験体数

積層数 2、3、4 (3種類)

ラミナ等級 L80、L90、L100、L110 (4種類)

繰り返し数 ３

全試験体数 36

写真1　試作した集成材（積層数は左から2、3、4）
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・同一等級構成集成材※：構成するラミナの品質が同一の構

造用集成材。

・L80～L1 1 0※※：ラミナの等級。JA SではL3 0～L2 0 0まで

規定されている。数値が大きいほど、たわみにくい。


